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北
向
観
音
、
安
楽
寺
な
ど
を
散
策
。
安
楽

寺
の
国
宝
八
角
三
重
塔
は
、
素
晴
ら
し
い

建
物
で
し
た
。
坂
道
、
階
段
を
皆
で
励
ま

し
な
が
ら
上
り
下
り
し
て
全
員
で
お
参
り

し
、
帰
り
に
は
足
湯
も
堪
能
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宿
泊
先
で
あ
る
、
ホ
テ
ル
ル
ー

ト
イ
ン
Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
上
田
駅
前
に
向
か
い

ま
し
た
。
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
、
夕
食
ま
で

の
時
間
を
利
用
し
て
桜
の
名
所
で
も
あ
る

上
田
城
跡
公
園
を
徒
歩
で
訪
れ
、
ほ
ぼ
咲

き
そ
ろ
っ
た
桜
を
鑑
賞
。

ホ
テ
ル
に
戻
り
短
時
間
休
息
し
、
い
よ

い
よ
懇
親
会
。
会
場
は
、
ホ
テ
ル
の
ほ
ぼ

向
か
い
に
あ
る
﹁
ダ
イ
ニ
ン
グ
＆
カ
フ
ェ

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
駅
前
本
店
﹂
で
す
。
現

地
経
友
会
の
会
員
で
あ
る
森
義
男
さ
ん
、

永
野
幸
生
さ
ん
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、

洋
風
の
パ
ー
テ
ィ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
な
が

ら
杯
を
交
わ
し
、
盛
大
に
楽
し
い

４
月
11
日
か
ら
12
日
の
二
日
間
、
経
友

会
主
催
に
よ
り
、
長
野
県
上
田
、
長
野
へ

の
小
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

初
日
は
、
上
田
駅
改
札
出
口
に
て
午
前

10
時
過
ぎ
に
集
合
。
首
都
圏
か
ら
17
名
、

現
地
上
田
か
ら
２
名
が
参
加
。
今
回
の
旅

行
計
画
に
力
を
貸
し
て
い
た
だ
い
た
、
現

地
の
森
義
男
さ
ん
が
出
迎
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

一
行
は
、
こ
の
旅
行
の
た
め
に
チ
ャ
ー

タ
ー
し
た
中
型
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
最
初

の
訪
問
地
で
あ
る
戦
没
画
学
生
慰
霊
美
術

館
﹁
無
言
館
﹂
に
向
け
て
出
発
、
30
分
ほ

ど
で
到
着
し
ま
し
た
。
無
言
館
は
戦
没
画

学
生
た
ち
の
遺
作
を
展
示
す
る
美
術
館
。

終
戦
を
迎
え
る
こ
と
な
く
逝
っ
て
し
ま
っ

た
画
学
生
た
ち
の
作
品
の
、
皆
で
の
鑑
賞

は
、
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
ひ
と
と
き
で
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
再
び
バ
ス
に
乗
り
、
昼
食
処

の
キ
ノ
コ
農
園
直
営
の
レ
ス
ト
ラ
ン
﹁
き

の
こ
む
ら
深
山
﹂
に
向
か
い
ま
し
た
。
き

の
こ
を
中
心
と
し
た
山
の
恵
み
が
い
っ
ぱ

い
の
料
理
を
食
べ
た
の
ち
、
１
４
０
０
年

の
歴
史
を
持
ち
信
州
最
古
の
温
泉
と
い
わ

れ
る
、
別
所
温
泉
に
バ
ス
に
て
向
か
い
、

２
面
へ

静謐な無言館の展示室

別所温泉では足湯も堪能北向観音にてみんなで記念撮影

別所温泉の散策中にはきつい坂道、階段も

現
地
経
友
会
員
の
旅
行
計
画
協
力
を
得
て

長
野
県
上
田
、
長
野
へ
の
小
旅
行
を
実
行
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﹁
食
楽
彩
　々

そ
ば
処
み
よ
田
﹂に
て
昼
食
。

昼
食
後
は
、
長
野
駅
改
札
前
に
て
解
散
と

な
り
、
各
自
が
家
路
へ
と
つ
き
ま
し
た
。

今
回
の
小
旅
行
は
、
現
地
経
友
会
の
皆

様
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観

覧
場
所
を
じ
っ
く
り
観
ら
れ
、
地
域
の
感

触
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
経
友
会
の
旅
行
に
は
、
こ
れ
ら
が
大

切
な
要
素
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
報
告
・
写
真　

伊
藤　

章
）

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
９
時
30
分
に
チ
ャ
ー
タ
ー

バ
ス
に
て
ホ
テ
ル
を
出
発
。
１
時
間
ほ
ど

で
長
野
市
の
﹁
善
光
寺
﹂
に
到
着
。
こ
こ

で
は
各
自
自
由
に
ゆ
っ
く
り
と
参
拝
し
ま

し
た
。
参
拝
客
の
中
に
は
欧
州
系
の
観
光

客
を
多
く
見
か
け
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て

よ
う
や
く
普
通
の
世
界
が
戻
っ
た
感
が
あ

り
ま
し
た
。

参
拝
後
は
、
長
野
駅
の
駅
ビ
ル
に
あ
る

交流会が催されたダイニング＆カフェ
アニバーサリー駅前本店にて

最後の訪問地の善光寺にて

上田城跡公園では、法政大学への進学者も多い
地元上田高校の学生との交流も

＊日時 2024年６月１日（土） 10：30 ～
＊場所 主婦会館　プラザエフ
　　　　（JR・東京メトロ　四ツ谷駅前）
【第１部】2024年度定期総会 10：30 ～
【第２部】経済学部オレンジの集い  11：30 ～

　　　　 （着席形式を予定）
　講演：杉本龍勇教授
＊会費 8,000円（ご家族5,000円）（予定）
　参加を希望される方は、同窓会事務局に電話、

FAXまたはメールにてお申し込みください。

電話・FAX：042－783－2550
メール：jimukyoku@hoseikeiyukai.jp

電話の場合、開局日は毎週火曜日・金曜日午
前９時30分～午後３時30分までですのでご承知
おきください。

なお、メッセージを残されても結構です。

■経済学部同窓会事務局■

2024総会・オレンジの集いの
ご案内

　
４
月
10
日
、
学
校
法
人
法
政
大
学
は
、

２
０
３
０
年
を
目
途
に
経
済
学
部
を
多
摩

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に

移
転
さ
せ
る
こ
と
を
、
本
年
３
月
13
日
の

理
事
会
に
お
い
て
決
定
し
た
と
発
表
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
今
後
、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
必
要
な
施
設
整
備
を
行
う

と
の
こ
と
で
す
。

　
経
済
学
部
は
、
総
学
生
数
約
３
８
０
０
人

を
擁
す
る
大
き
な
学
部
で
す
が
、
す
べ
て

を
既
存
の
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
収
容

す
る
の
か
、
全
学
年
の
一
括
移
転
な
の
か

な
ど
の
詳
細
は
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い

と
の
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
大
学
の
収
容
定
員
増
を
東
京
23

区
内
に
限
っ
て
制
限
す
る
、
い
わ
ゆ
る
23

区
規
制
が
２
０
２
８
年
３
月
末
で
失
効
す

る
こ
と
が
、
経
済
学
部
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
移
転
の
前
提
で
す
が
、
仮
に
23
区
規
制

が
延
長
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
に
関
す

る
今
後
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
別
途

検
討
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

経
済
学
部
の
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の

　
　
　
　
　
　移
転
を
法
政
大
学
が
発
表

速報
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ま
す
。
い
つ
も
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
過
ご

す
経
済
学
部
生
は
、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

に
不
案
内
の
学
生
も
多
い
た
め
、
案
内
を

兼
ね
て
の
配
布
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
の
卒
業
式
も
、
同
じ
３
月
24
日
に

行
わ
れ
、
そ
の
日
、
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

前
の
外
濠
沿
い
の
桜
が
満
開
で
し
た
が
、

今
年
は
東
京
の
開
花
宣
言
も
ま
だ
出
ず
、

硬
い
つ
ぼ
み
の
ま
ま
の
卒
業
式
で
し
た
。

一
方
、
色
と
り
ど
り
の
は
か
ま
姿
の
女
子

学
生
に
加
え
、
今
年
は
男
子
学
生
も
、
そ

の
ま
ま
ス
テ
ー
ジ
や
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
ら

学
部
同
窓
会
会
長
の
村
田
紀
敏
氏
、
経
済

学
部
同
窓
会
幹
事
長
の
花
澤
良
三
氏
の
祝

辞
に
続
き
、
経
済
学
部
教
授
会
主
任
の
武

田
浩
一
先
生
の
音
頭
で
乾
杯
。
そ
の
後
歓

談
に
移
り
、
立
食
形
式
の
会
場
の
各
テ
ー

ブ
ル
で
は
、
学
生
時
代
の
話
題
や
こ
れ
か

ら
の
抱
負
な
ど
、
和
や
か
な
歓
談
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

歓
談
も
ひ
と
と
お
り
終
わ
る
と
、
応
援

団
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
。
大
変
な

音
圧
の
吹
奏
楽
と
、
切
れ
の
あ
る
チ
ア

リ
ー
ダ
ー
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
み
ん

な
が
く
ぎ
付
け
に
な
り
、
そ
し
て
最
後
は

肩
を
組
ん
で
の
校
歌
斉
唱
。

ま
た
い
つ
か
母
校
に
集
ま
り
、
み
ん
な

と
肩
を
組
ん
で
、﹁
若
き
我
ら
が

－﹂

と
歌
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

２
０
２
３
年
度
の
経
済
学
部
学
位
授
与

式
が
行
わ
れ
た
３
月
24
日
（
日
）
の
午
後
１

時
か
ら
、
法
政
大
学
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に

あ
る
富
士
見
ゲ
ー
ト
校
舎
の
各
教
室
で
、
卒

業
生
は
学
位
記
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

経
済
学
部
同
窓
会
で
は
、
入
会
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
の
同
窓
会
資
料
一
式
を
、
各

教
室
へ
の
卒
業
生
の
入
室
時
に
、
入
口
に

て
配
付
を
行
い
ま
し
た
。

学
位
記
の
交
付
は
、
３
フ
ロ
ア
７
教
室

で
行
わ
れ
、
各
教
室
の
入
口
に
２
~
３
人

の
同
窓
会
員
を
配
置
し
て
の
配
布
と
な
り

れ
そ
う
な
鮮
や
か
な
衣
装
の
人
が
多
く
見

ら
れ
、
桜
の
つ
ぼ
み
も
羨
や
む
よ
う
な
、

若
々
し
い
華
や
か
さ
あ
ふ
れ
る
学
位
記
交

付
会
場
で
し
た
。

午
後
２
時
30
分
か
ら
は
、
会
場
を
同
じ

富
士
見
ゲ
ー
ト
校
舎
の
３
階
﹁
つ
ど
ひ
﹂

の
間
に
移
し
、
経
済
学
部
教
授
会
、
経
済

学
部
同
窓
会
共
催
の
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
て
い
な
か
っ

た
昨
年
ま
で
は
、
祝
賀
会
が
中
止
に
な
っ

て
い
の
で
、
ひ
さ
し
ぶ
り
の
開
催
で
す
。

会
場
は
、
無
事
に
学
位
記
を
受
け
取
っ

た
安
ど
感
を
浮
か
べ
る
卒
業
生
で
埋
ま

り
、
経
済
学
部
教
授
会
副
主
任
の
池
上
宗

信
先
生
の
司
会
で
、
祝
賀
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。

経
済
学
部
長
の
竹
口
圭
輔
先
生
、
経
済

学
位
記
交
付
に
合
わ
せ
同
窓
会
入
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

今
年
は
５
年
ぶ
り
に
教
授
会
、
同
窓
会
共
催
の
祝
賀
会
も
開
催

富士見ゲート校舎の教室入口で
入会パンフレットを受け取る卒業生

市ケ谷キャンパスの正門付近では記念写真を撮る姿も。
残念ながらすぐ横の桜の木はまだつぼみのまま

卒業生を前に祝辞を
述べる竹口圭輔
経済学部長

会場では恩師と
一緒に記念写真を
撮る姿も

乾杯の音頭は
武田浩一

経済学部教授会主任

参加者がくぎ付けに
なった応援団の
パフォーマンス



4第 91号2024年（令和６年）５月１日 法政大学経済学部同窓会報

日本武道館で行われた▶
入学式の様子　

◀式辞を述べる
　廣瀬克哉総長

◀竹口圭輔学部長より代表して
　学位記を受け取る
　学部総代の古田崚真さん

日本武道館での▶
学位授与式の様子　　

か
ら
11
時
10
分
ま
で
の
午
前
の
部
と
、
午

後
13
時
45
分
か
ら
15
時
10
分
ま
で
の
二
部

制
で
行
わ
れ
、
経
済
学
部
の
学
位
授
与
式

は
、
午
前
の
部
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
は
、
学
生
証
を
提
示
の
う
え
入

場
。
昨
年
度
ま
で
続
い
て
い
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
措
置
は
な
く
な
り
、
付

き
添
い
者
は
、
入
場
証
や
人
数
の
制
限
な

く
自
由
に
入
場
で
き
ま
し
た
。

日
本
武
道
館
で
の
学
位
授
与
式
終
了
後
、

経
済
学
部
の
卒
業
生
は
、
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
富
士
見
ゲ
ー
ト
校
舎
へ
移
動
、﹁
学
位

記
﹂
の
交
付
が
13
時
か
ら
各
教
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

晴
れ
や
か
な
は
か
ま
姿
や
、
ス
ー
ツ
、

パ
ー
テ
ィ
ー
衣
装
で
装
っ
た
卒
業
生
は
、

お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
か
ら
、
学
位
記

を
誇
ら
し
げ
に
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
通
信
教
育
課
程
（
全
学
部
）
の

学
位
授
与
式
は
、
同
日
の
９
時
45
分
か
ら

11
時
10
分
ま
で
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
、

学
位
記
交
付
は
、11
時
30
か
ら
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
タ
ワ
ー
26
階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
　
（
文
・
菅
野　

里
見
／

写
真
・
法
政
大
学
提
供
）

３
月
24
日
（
日
）、
ま
だ
桜
の
つ
ぼ
み
も

堅
い
日
本
武
道
館
で
、
第
１
４
２
回
法
政

大
学
学
位
授
与
式
（
卒
業
式
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
学
位
授
与
式
は
、
９
時
45
分

第
　回
学
位
授
与
式
を
開
催

第
　回
学
位
授
与
式
を
開
催

今
回
は
ひ
さ
し
ぶ
り
に
付
き
添
い
制
限
が
撤
廃

第
　回
学
位
授
与
式
を
開
催

第
　回
学
位
授
与
式
を
開
催

第
　回
学
位
授
与
式
を
開
催

今
回
は
ひ
さ
し
ぶ
り
に
付
き
添
い
制
限
が
撤
廃

今
回
は
ひ
さ
し
ぶ
り
に
付
き
添
い
制
限
が
撤
廃

今
回
は
ひ
さ
し
ぶ
り
に
付
き
添
い
制
限
が
撤
廃

142

情
報
科
学
部
、
理
工
学
部
、
生
命
科
学
部
、

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
、
大
学
院
、
専
門
職
大

学
院
、
通
信
教
育
課
程
と
い
う
、
２
部
制
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着

い
た
こ
と
も
あ
り
、
学
生
１
名
に
つ
き
、

付
き
添
い
者
２
名
ま
で
の
入
場
が
許
可
さ

れ
ま
し
た
。

入
学
式
は
、
総
長
式
辞
、
来
賓
祝
辞
、
入

学
の
辞
、
学
部
長
挨
拶
、
校
歌
斉
唱
、
新
入

生
へ
の
諸
注
意
の
順
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

廣
瀬
克
哉
総
長
は
式
辞
で
、﹁
法
政
大
学

で
、
み
な
さ
ん
が
刺
激
的
な
経
験
を
重
ね
な

が
ら
、
本
気
で
学
ん
だ
結
果
と
し
て
よ
り
自

由
に
な
っ
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は

卒
業
後
に
も
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
﹃
自
由

を
生
き
抜
く
実
践
知
﹄
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
実
り
あ
る
学
生
生
活

を
祈
り
ま
す
﹂
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
、
来

賓
の
方
々
は
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
開
発
者
で
（
株
）

デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
主
席
技
師
の
原
昌
宏

氏
、
一
般
社
団
法
人
法
政
大
学
校
友
会
会
長

の
竹
中
宣
雄
氏
、
法
政
大
学
後
援
会
会
長
の

和
佐
原
征
一
郎
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

（
写
真
・
法
政
大
学
提
供
）

４
月
３
日
（
水
）、
日
本
武
道
館
に
お
い

て
、
２
０
２
４
年
度
入
学
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

式
典
は
、
午
前
の
部
（
９
時
00
分
開
場
、

９
時
45
分
開
式
）
が
、
法
学
部
、
文
学
部
、

経
営
学
部
、
国
際
文
化
学
部
、
人
間
環
境
学

部
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
、
デ
ザ
イ
ン

工
学
部
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
学
部
、
午
後
の

部
（
13
時
00
分
開
場
、13
時
45
分
開
式
）
が
、

経
済
学
部
、
社
会
学
部
、
現
代
福
祉
学
部
、

桜
が
ほ
こ
ろ
び
か
け
た
日
本
武
道
館
に
お
い
て

　
２
０
２
４
年
度
法
政
大
学
入
学
式
が
開
催
さ
れ
る
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２
０
２
３
年
度
経
済
学
部
学
生
会
代

表
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
、
経
済
学
部
４
年
の
植
田
臨
太
郎

と
申
し
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
教
授
会
執
行
部

の
先
生
方
や
同
窓
会
の
方
々
の
ご
協
力
の

も
と
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
や
合
同
ゼ
ミ
説

明
会
、
学
生
研
究
報
告
大
会
な
ど
を
運
営

し
て
参
り
ま
し
た
。
昨
年
12
月
に
行
わ
れ

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
は
、
各

ゼ
ミ
が
、
２
０
２
３
年
度
の
研
究
結
果
に

関
す
る
集
大
成
と
も
い
え
る
内
容
を
、
発

表
技
術
な
ど
、
他
者
に
内
容
を
伝
え
る
際

に
重
視
す
べ
き
種
々
の
要
素
に
留
意
し
な

が
ら
他
ゼ
ミ
の
面
前
で
発
表
し
、
社
会
人

に
な
っ
て
も
応
用
可
能
な
貴
重
な
経
験
が
、

大
学
生
の
う
ち
か
ら
で
き
た
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
前
年
度
ま
で
は
な
か
っ

た
、
英
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
枠

の
新
設
に
関
す
る
ご
相
談
を
頂
き
、
従
来

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
英
語
部
門
を
新

設
い
た
し
ま
し
た
。

国
際
交
流
の
発
展
を
身
近
に
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
、
こ
の
よ
う
な
変
革
の
端
緒

に
立
ち
会
え
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
と
と

も
に
、
こ
の
よ
う
な
挑
戦
的
な
取
り
組
み

を
、
今
後
の
世
代
に
も
継
続
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
更
な
る
積
極
的
な
取
り
組

み
の
土
壌
を
整
え
る
こ
と
こ
そ
が
、
自
身

の
役
割
で
あ
る
と
強
く
感
じ
た
１
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
学
生
会
が

２
０
２
３
年
度
の
活
動
を
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
背
景
に
は
、
同
窓
会
を
は

じ
め
と
す
る
皆
様
の
お
力
添
え
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。植

うえ

田
だ

臨
りん

太
た

郎
ろう

経済学部現代ビジネス学科４年
岡部雅史ゼミ

月
が
最
も
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
採
用

意
欲
の
高
ま
り
と
就
職
活
動
の
早
期
化
が

う
か
が
え
る
。

２
０
２
３
年
３
月
の
経
済
学
部
卒
業
生
の

進
路
を
業
界
別
に
み
る
と
、
①
情
報
・
通
信

19
・
８
％
、
②
サ
ー
ビ
ス
18
・
１
％
、
③
金

融
・
保
険
15
・
９
％
、
④
卸
・
小
売
12
・
９
％
、

⑤
製
造
11
・
７
％
、
⑥
⑦
公
務
お
よ
び
不
動

産
・
リ
ー
ス
６
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。
主

な
就
職
先
と
し
て
は
、
楽
天
グ
ル
ー
プ
、
Ｓ

Ｃ
Ｓ
Ｋ
、
リ
ク
ル
ー
ト
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
千
葉
銀

行
、
三
井
住
友
信
託
銀
行
、
か
ん
ぽ
生
命
保

険
、
キ
ー
エ
ン
ス
、
東
京
国
税
局
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

文
理
問
わ
ず
多
く
の
学
生
が
、
ナ
ビ
サ
イ

ト
以
外
に
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
ス
カ
ウ
ト
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
就
職
活
動
は
多
様

化
し
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
個
別
相
談
、

模
擬
面
接
、
公
務
員
・
会
計
士
講
座
、
低

学
年
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

年
間
４
０
０
回
程
度
実
施
し
た
。
ま
た
、

２
０
２
３
年
10
月
に
本
学
子
会
社
で
あ
る
エ

イ
チ
・
ユ
ー
が
、
Ｈ
Ｕ
就
活
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

を
九
段
北
校
舎
に
常
設
、
多
方
面
か
ら
の
支

援
を
き
め
細
や
か
に
提
供
し
て
い
る
。

（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー　

森　

博
子
）

２
０
２
３
年
度
の
求
人
倍
率
は
１
・
71

倍
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
３

月
卒
の
１
・
88
倍
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、

２
０
２
２
年
３
月
卒
の
求
人
倍
率
（
１
・
58

倍
）
に
比
べ
て
も
回
復
し
、
学
生
に
と
っ
て

売
り
手
市
場
と
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

６
月
中
旬
時
点
の
内
々
定
保
有
率
は
83
・

６
％
（
前
年
比
＋
４・９
ポ
イ
ン
ト
）、
11
月

下
旬
の
内
定
保
有
率
は
95
・
４
％
ま
で
上
昇

し
、
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
が
発
表
す
る
就

職
内
定
率
を
、
い
ず
れ
も
上
回
っ
た
。
内
定

数
は
平
均
２・
４
社
で
、
半
数
以
上
の
学
生

が
複
数
社
の
内
定
を
得
て
い
る
。

４
~
６
月
に
進
路
先
と
考
え
て
い
る
企

業
・
団
体
か
ら
内
々
定
・
内
定
を
得
る
学

生
の
割
合
が
高
く
、
中
で
も
５
月
が
最
も

高
く
な
っ
て
い
る
。
２
０
２
２
年
度
は
６

2023年度  就職状況
キャリアセンターから

就職内定率は高く
半数以上の学生が
複数内定を得ている

多摩の息吹多摩の息吹
プレゼン大会英語枠など
挑戦的な取り組みを
今後も継続していきたい
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法 学 部

文 学 部

経 済 学 部

社 会 学 部

経 営 学 部

国 際 文 化 学 部

人 間 環 境 学 部

現 代 福 祉 学 部

キャリアデザイン学部

G I S

ス ポ ー ツ 健 康 学 部

情 報 科 学 部

デ ザ イ ン 工 学 部

理 工 学 部

生 命 科 学 部

合　　計

学　　部

9,809

8,778

11,604

9,775

15,292

3,635

5,127

2,526

4,720

657

3,037

3,547

6,796

10,590

6,276

102,169

8,742

8,712

11,270

10,842

14,205

3,419

4,660

2,385

4,033

444

2,448

3,978

7,244

11,092

5,577

99,051

2024年度
志願者数

2023年度
志願者数

112.2%

100.8%

103.0%

90.2%

107.7%

106.3%

110.0%

105.9%

117.0%

148.0%

124.1%

89.2%

93.8%

95.5%

112.5%

103.1%

前年度比

2024年度一般選抜　学部別志願者数

願
者
獲
得
に
努
め
て
い
る
が
、
２
０
０
８

年
度
以
降
は
一
都
三
県
比
率
が
増
加
し
て

い
る
。

18
歳
人
口
の
減
少
に
よ
り
志
願
者
数
が

減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

本
学
に
お
い
て
は
引
き
続
き
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
の
実
現
に
向
け
た
入
試

改
革
を
行
う
と
と
も
に
、
受
験
生
へ
の
広

報
活
動
を
充
実
さ
せ
て
、
よ
り
多
く
の
受

験
生
に
志
願
し
て
も
ら
え
る
大
学
を
目
指

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
入
学
セ
ン
タ
ー
・
春
原　

秀
喜
）

人
（
同
98
％
）、
共
通
テ
ス
ト
Ｂ
方
式

（
３
教
科
型
）
２
万
２
１
３
９
人
（
同

１
０
４
％
）
と
な
っ
た
。

こ
の
他
、
航
空
操
縦
学
専
修
一
般
選
抜

の
志
願
者
数
は
90
人
（
前
年
度
比
96
％
）

と
な
っ
た
。
学
部
別
志
願
者
数
は
、
全

15
学
部
中
11
学
部
で
増
加
、
４
学
部
で
減

少
し
た
。

受
験
生
の
出
身
地
域
別
志
願
者
数
は
、

首
都
圏
一
都
三
県
の
割
合
が
76
％
と
高
い
。

法
政
大
学
で
は
、
全
国
９
都
市
で
地
域
入

試
を
実
施
し
、
一
都
三
県
以
外
か
ら
の
志

２
０
２
４
年
度
一
般
選
抜
の
志
願
者
数

は
10
万
２
１
６
９
人
で
、
前
年
度
か
ら

３
１
１
８
人
増
加
し
た
。
ま
た
、
大
学
別

志
願
者
数
は
、
前
年
度
か
ら
一
つ
順
位
を

下
げ
、
全
国
第
５
位
で
あ
っ
た
。
18
歳
人

口
が
減
少
す
る
中
、
本
学
や
同
規
模
他
私

大
は
志
願
者
数
を
増
加
さ
せ
て
お
り
、
二

極
化
が
進
ん
で
い
る
。

入
試
方
式
別
で
は
、
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
利
用
入
試
Ｃ
方
式
（
５
教
科
６
科

目
型
）
の
志
願
者
数
が
、
過
去
最
高
の

９
２
７
３
人
と
な
っ
た
。
こ
の
方
式
は
、

国
公
立
大
学
と
併
願
し
や
す
い
試
験
科
目
・

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
り
、
国
公
立
大
学
の

合
格
発
表
を
確
認
し
て
か
ら
、
入
学
手
続

に
必
要
な
入
学
金
・
学
費
等
を
納
入
で
き
、

ま
た
、
個
別
試
験
を
受
験
す
る
必
要
も
な

い
こ
と
か
ら
、
２
０
１
１
年
度
入
試
で
導

入
し
て
以
降
、
多
く
の
志
願
者
を
集
め
て

い
る
。

２
０
１
６
年
度
に
導
入
し
た
英
語
外
部

試
験
利
用
入
試
の
志
願
者
数
は
６
９
９
２

人
で
、
こ
ち
ら
も
過
去
最
大
数
と
な
っ
た
。

他
の
方
式
の
志
願
者
数
は
、
Ｔ
日
程
（
統

一
日
程
）
入
試
１
万
６
５
０
７
人
（
前
年

比
１
０
６
％
）、
Ａ
方
式
４
万
７
１
６
８

２
０
２
４
年
度
入
試
状
況

歳
人
口
減
少
の
な
か

　
本
学
は
志
願
者
数
増
加

18

■
教
授
会
執
行
部　

　

経
済
学
部
長

　

竹
口　

圭
輔　

教　

授

　

教
授
会
主
任

　

武
田　

浩
一　

教　

授

　

教
授
会
主
任

　

芝
田
幸
一
郎　

教　

授

　

教
授
会
副
主
任

　

酒
井　
　

正　

教　

授	

（
新　

任
）

■
定
年
退
職
（
３
月
31
日
付
）

　

な
し

■
新　

任　

　

西
村　
　

健　

准
教
授

	

（
ミ
ク
ロ
経
済
学
）

　

萬
代　
　

悠　

准
教
授	

（
経
済
史
）

　

王　
　
　

威　

助
教
授

	

（
入
門
ゼ
ミ
）

■
在
外
研
究
員

　

菅
原　

琢
磨　

教　

授

　

菅　

富
美
枝　

教　

授	

（
春
学
期
）

　

飯
野　
　

厚　

教　

授

　

濱
秋　

純
哉　

准
教
授	

（
秋
学
期
）

■
在
外
研
修
員

　

張　
　
　

欣　

教　

授	

（
春
学
期
）

■
国
内
研
究
員　

　

朴　
　

倧
玄　

教　

授

２
０
２
４
年
度

経
済
学
部
教
員
人
事
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川
南
　
卓
也
（
17
年
卒
）

　
　
岩
見
沢
市
　
46
歳　
　

　

２
０
２
３
年
10
月
７
~
９
日
、
３
日
間

集
中
形
式
の
札
幌
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
地
方

ス
ク
ー
リ
ン
グ
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
２
０
２
０

年
度
と
２
０
２
１
年
度
は
開
講
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
再
開

し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
度
は
、﹁
英
語
﹂﹁
総
合
特

講
（
史
学
系
）﹂﹁
経
営
学
特
講
﹂
が
開
講

さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
科
目
も
北
海
道
内

在
住
よ
り
北
海
道
外
在
住
の
受
講
者
の
ほ

う
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

２
０
１
９
年
度
ま
で
毎
年
実
施
し
て
い

た
、
札
幌
ス
ク
ー
リ
ン
グ
初
日
夕
方
の
懇

親
会
（
会
報
78
号
の
通
教
支
部
だ
よ
り
で

様
子
を
紹
介
）
は
、
２
０
２
２
年
度
は
実

施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
５
類
感
染
症
へ
移
行
し
た
の

を
機
に
、
２
０
２
３
年
度
は
近
畿
、
西
日

本
の
他
地
域
学
生
会
と
の
共
同
で
サ
ッ
ポ

ロ
ビ
ー
ル
園
（
札
幌
市
東
区
）
に
て
行
い

ま
し
た
。

　

近
年
は
、
在
住
地
域
や
学
生
、
卒
業
生

と
い
っ
た
垣
根
を
越
え
て
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
グ

ル
ー
プ
）
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
等
に
よ
る
交
流
や

情
報
交
換
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

大
河
　
昭
彦
（
69
年
卒
）

滝
川
市
　
77
歳

　

以
前
に
も
投
稿
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
そ
の
孫
も
法
政
・
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
学
部
を
卒
業
し
ま
す
。
が
、
そ
の
下

の
孫
も
、
兄
の
影
響
か
兄
と
同
じ
学
部
に

昨
年
末
推
薦
入
学
に
合
格
し
ま
し
た
。
法

政
大
先
輩
の
私
は
嬉
し
く
て
つ
い
ペ
ン
を

と
り
ま
し
た
。
有
意
義
な
大
学
生
活
を
！

と
願
う
ば
か
り
の
"
ジ
ジ
馬
鹿
"
で
す
。

　

私
は
、
５
期
20
年
勤
め
た
道
議
会
議
員

を
昨
年
引
退
し
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち

で
一
杯
で
す
。

小
松
　
孝
二
（
37
年
卒
）

秋
田
市
　
86
歳

　

昨
年
度
の
母
校
へ
の
受
験
者
が
１
万
人

弱
減
少
し
ま
し
た
が
、
今
年
の
状
況
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
正
月
の
箱
根
駅
伝
は
予

想
以
上
の
好
成
績
で
し
た
が
、
近
年
は
全

般
的
に
学
業
も
ス
ポ
ー
ツ
も
不
振
の
状
況

と
見
ら
れ
ま
す
。
野
球
を
は
じ
め
ス
ポ
ー

ツ
全
般
が
不
振
、
ま
た
、
司
法
試
験
や
国

家
公
務
員
の
総
合
試
験
合
格
者
が
10
人
未

満
で
名
の
知
れ
た
大
学
で
は
最
悪
の
状
態

で
し
た
。

　

加
え
て
教
員
等
の
メ
デ
ィ
ア
で
の
活
躍

も
以
前
よ
り
少
な
い
傾
向
に
あ
る
と
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
60
余
年
に
な
り
ま
す
が
、

母
校
愛
は
失
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

卒
業
生
と
し
て
今
後
の
向
上
と
活
躍
を
心

よ
り
祈
念
し
期
待
し
ま
す
。

安
孫
子
　
博
（
65
年
卒
）

　
　
　
仙
台
市
　
81
歳

　

今
年
も
宮
城
県
在
住
の
六
大
学
出
身
者

に
よ
る
﹁
東
京
六
大
学
宮
城
県
校
友
の
会
・

新
春
の
集
い
﹂
が
慶
應
義
塾
の
担
当
で
仙

台
市
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
渦
が
落
ち
着
き
は
じ
め
再
開

さ
れ
た
昨
年
は
、
我
が
法
政
の
当
番
、
い

つ
も
数
百
名
の
参
加
者
で
賑
わ
う
歴
史
あ

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

時
期
を
同
じ
く
し
て
、
こ
の
１
月
、
仙

台
市
在
住
の
経
済
学
者
大
内
秀
明
氏
（
東

北
大
名
誉
教
授
91
歳
）
の
訃
報
に
接
し
ま

し
た
。
氏
は
、
私
が
仙
台
で
銀
行
員
生
活

を
ス
タ
ー
ト
し
た
１
９
６
５
年
頃
か
ら
つ

い
最
近
ま
で
、
東
北
大
教
授
や
評
論
家
と

し
て
、
ま
た
広
く
地
元
紙
や
雑
誌
な
ど
で

健
筆
を
ふ
る
わ
れ
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
身
近
な
も
の
に
し
よ

う
と
努
め
た
経
済
学
者
で
す
。

　

私
が
勝
手
に
、
法
政
中
興
の
祖
と
も
い

え
る
大
内
兵
衛
元
総
長
、
そ
の
ご
子
息
で

元
東
大
教
授
大
内
力
氏
と
併
せ
て
偉
大
な

る
大
内
山
脈
に
連
な
る
一
人
と
し
て
注
目

し
て
き
た
方
で
す
。
氏
を
知
っ
た
の
は
経

済
学
部
の
日
高
普
ゼ
ミ
生
（
経
済
原
論
）

の
時
代
。﹃
日
本
資
本
主
義
論
争
﹄
を
学
ん

で
い
た
こ
と
か
ら
も
、
爾
来
、
秀
明
氏
の

論
調
に
親
し
み
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
同
氏
は
、
日
高
、
大
内
力
先
生
同
様
に
、

当
時
法
政
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
た
宇
野

弘
蔵
教
授
（
い
わ
ゆ
る
宇
野
理
論
）
か
ら

大
き
な
影
響
を
あ
た
え
ら
れ
た
一
人
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
内
秀
明
氏
は
東
大
Ｏ
Ｂ
、
毎
回
多
彩

な
参
加
者
が
集
ま
る
前
述
の
六
大
学
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
一
度
お
会
い
し
た
か
っ
た
も

の
で
す
。

川
上
　
良
一
（
92
年
卒
）

越
谷
市
　
65
歳

会員
短信

全国の会員から事務局に寄せられた
お便りを紹介します
（　）は西暦年です

  

北
海
道
か
ら

  
秋
田
か
ら

  

宮
城
か
ら

  

  

埼
玉
か
ら
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先
月
、
童
貞
の
前
期
高
齢
者
に
な
り
ま

し
た
。
Ｉ
Ｔ
弱
者
と
い
う
亮
然
た
る
社
会

的
弱
者
の
私
に
と
っ
て
、
行
政
の
デ
ィ
ジ

タ
ル
化
は
煩
冗
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
昨

年
度
、
埼
玉
県
収
入
証
紙
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
高
圧
ガ
ス
製
造
保
安
責
任

者
免
状
の
交
付
手
数
料
納
付
を
電
子
申
請

す
る
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
埼
玉
県
危
機
管

理
防
災
セ
ン
タ
ー
ま
で
出
頭
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
昭
和
時
代
の
ダ
イ
ヤ
ル
式
固
定

電
話
機
は
備
え
て
い
る
の
で
、
高
齢
者
を

狙
う
特
殊
詐
欺
の
営
業
電
話
が
掛
か
っ
て

き
ま
す
。
去
年
も
５
月
と
12
月
、
市
役
所

職
員
を
騙
る
犯
人
か
ら
で
す
。
医
療
保
険

に
関
す
る
調
査
票
を
送
っ
た
の
に
返
信
が

な
い
、
印
鑑
を
持
っ
て
市
役
所
に
出
向
く

よ
う
に
、
と
要
求
し
て
き
ま
し
た
。
行
政

書
士
資
格
が
あ
る
の
で
、
こ
ん
な
﹁
忍
者

ハ
ッ
タ
リ
く
ん
﹂の
謀
詐
は
お
見
通
し
。﹁
そ

ん
な
書
類
は
届
い
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
書

類
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
急
い
で
い
る
っ

て
、
そ
ち
ら
の
都
合
で
す
よ
ね
。
こ
ち
ら

の
知
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
﹂
の
一

点
張
り
で
、
一
件
落
着
で
す
。

角
田
　
　
勇
（
64
年
卒
）

流
山
市
　
82
歳

　

昨
年
11
月
、
東
葛
地
区
（
千
葉
県
）
校

友
会
の
総
会
と
懇
親
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
折
、
応
援
団
と
チ
ア
ガ
ー
ル
が
（
そ

れ
ぞ
れ
５
人
）
来
て
く
だ
さ
り
、
会
場
は

大
変
盛
り
上
が
り
元
気
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

や
は
り
若
さ
は
す
ば
ら
し
い
！！

　

ま
た
、
常
日
頃
東
葛
校
友
会
の
為
に
献

身
的
な
働
き
を
さ
れ
て
い
る
役
員
の
方
々

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昭
和
30
年

代
初
め
、
応
援
団
副
団
長
を
頑
張
っ
て
い

た
亡
く
な
っ
た
兄
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

花
澤
　
良
三
（
71
年
卒
業
）

市
原
市
　
75
歳

　

私
は
、
昨
年
の
７
月
22
日
で
後
期
高
齢

者
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
ほ

ぼ
同
時
に
前
立
腺
が
ん
と
診
断
さ
れ
ま
し

た
。
私
の
兄
が
同
じ
病
気
を
患
っ
た
の
で
、

泌
尿
器
科
の
医
院
に
通
院
し
て
、
定
期
的

に
Ｐ
Ｓ
Ａ
数
値
を
チ
ッ
ク
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
に
通
常
の
数
値
４
・
２
か
ら

４
・
８
に
上
昇
し
た
の
で
、
千
葉
県
が
ん
セ

ン
タ
ー
を
紹
介
さ
れ
て
生
体
検
査
を
受
け

て
、
６
月
中
旬
に
初
期
の
が
ん
と
診
断
さ

れ
ま
し
た
。

　

担
当
医
か
ら
妻
同
伴
で
、
治
療
法
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
が
、
自
分
の
責
任
回
避

だ
け
の
説
明
に
終
始
し
て
、
患
者
と
向
き

合
っ
た
対
応
を
し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

納
得
が
い
か
ず
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

を
取
ろ
う
と
思
い
、
調
べ
て
東
京
医
科
歯

科
大
学
の
吉
田
宗
一
郎
先
生
に
行
き
つ
き

ま
し
た
。
連
絡
し
た
ら
転
院
の
紹
介
状
を

も
ら
い
す
ぐ
来
院
を
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
７
月
５
日
来
院
す
る
と
、
診
察
を

受
け
て
ホ
ル
モ
ン
治
療
を
即
開
始
し
て
く

れ
ま
し
た
。
２
回
目
の
ホ
ル
モ
ン
注
射
後

の
Ｐ
Ｓ
Ａ
数
値
が
０
・
46
ま
で
低
下
し
た

た
め
、
２
月
５
日
よ
り
、﹁
リ
ニ
ア
ッ
ク
の

放
射
線
治
療
﹂
を
20
回
受
け
て
、
３
月
５

日
無
事
終
了
。
現
在
Ｐ
Ｓ
Ａ
数
値
が
０
・
１

以
下
に
な
る
事
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

　

感
想
と
し
て
、
予
測
し
て
の
早
期
発
見
、

自
分
に
合
っ
た
治
療
法
の
選
択
、
現
在
ま

で
の
治
療
は
思
っ
た
程
、
苦
痛
を
伴
う
も

の
で
無
い
事
で
す
。
参
考
に
し
て
も
ら
え

ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

胡
口
　
靖
夫
（
69
年
卒
）

渋
谷
区
　
82
歳

　

私
は
本
誌
第
89
号
の
拙
稿
の
文
末
に﹁
春

の
桜
や
菜
の
花
の
花
見
、
秋
の
紅
葉
狩
な

ど
の
吟
行
を
か
ね
て
、
千
葉
県
の
小
湊
鐵

道
を
利
用
し
た
い
﹂
と
書
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
春
は
俳
都
松
山
市
へ
の
旅
、
秋
は

ベ
ト
ナ
ム
旅
行
の
た
め
に
実
現
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
シ
ー
ズ
ン
は
ず
れ
で
す

が
、
昨
年
末
約
束
を
果
た
す
べ
く
﹁
乗
り

テ
ツ
﹂
を
実
行
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
見
た
も
の
は
、
地
方
鉄
道
の
窮

状
で
し
た
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
視
点
を
変

え
れ
ば
、﹁
懐
旧
の
情
﹂
に
か
ら
れ
る
も
の

ば
か
り
で
あ
っ
た
と
思
い
ペ
ン
を
執
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
始
発
の
五
井
駅
で
眼
に
し
た
列
車

は
、
旧
国
鉄
を
走
っ
て
い
た
２
両
編
成
の

気
動
車
（
キ
ハ
）
だ
っ
た
の
で
ビ
ッ
ク
リ
。

ま
た
ス
イ
カ
や
パ
ス
モ
は
使
え
な
い
と
言

う
。﹁
１
日
フ
リ
ー
乗
車
券
（
２
千
円
）﹂

を
購
入
し
て
乗
車
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
聴

き
覚
え
の
あ
る
心
地
よ
い
エ
ン
ジ
ン
音
を

轟
か
せ
て
快
走
。た
だ
乗
客
は﹁
乗
り
テ
ツ
﹂

﹁
撮
り
テ
ツ
﹂
が
主
で
地
元
客
は
少
な
か
っ

た
。
全
部
合
わ
せ
て
も
20
人
強
で
あ
っ
た
。

約
１
時
間
で
終
点
の
上
総
中
野
駅
に
到
着

し
た
。

　

同
駅
を
折
り
返
し
紅
葉
の
名
所
の
最
寄

り
駅
で
あ
る
次
の
養
老
渓
谷
駅
で
下
車
し

た
。
紅
葉
の
落
葉
を
見
て
シ
ー
ズ
ン
は
さ

ぞ
か
し
見
事
だ
ろ
う
と
想
像
し
た
。
駅
近

く
の
名
刹
宝
林
寺
に
立
寄
り
、
お
賽
銭
を

上
げ
て
鐘
を
撞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
す

  

東
京
か
ら

  

  

千
葉
か
ら

  

箱根駅伝での応援
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こ
し
早
い
が
﹁
除
夜
の
鐘
﹂
の
つ
も
り
。

般
若
心
経
を
唱
え
イ
ス
ラ
エ
ル
の
侵
攻
が

続
く
ガ
ザ
な
ど
世
界
平
和
を
祈
念
し
た
。

　

夕
陽
を
見
な
が
ら
１
両
の
箱
に
乗
り
込

ん
だ
。
観
光
客
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
地

元
の
人
が
乗
っ
て
き
た
。
俄
然
若
い
車
掌

が
忙
し
く
な
っ
て
き
た
。
ド
ア
の
開
閉
を

し
つ
つ
車
内
放
送
を
し
、無
人
駅
か
ら
乗
っ

て
く
る
客
に
こ
れ
ま
た
懐
か
し
い
パ
ン
チ

を
使
っ
て
切
符
に
一
枚
一
枚
穴
を
あ
け
て

発
券
す
る
。
金
額
を
確
か
め
つ
り
銭
を
渡

す
。
駅
が
近
づ
い
て
く
る
と
そ
れ
を
中
断

し
、
車
掌
室
に
も
ど
り
前
述
の
作
業
を
す

る
。
運
転
士
室
へ
鍵
を
開
け
て
入
り
打
合

せ
も
し
て
い
た
。
実
に
忙
し
い
。

　

動
作
の
鈍
い
私
に
は
と
て
も
勤
ま
る
も

の
で
は
な
い
。
感
心
し
て
見
と
れ
て
い
た
。

時
々
警
笛
を
鳴
ら
し
て
キ
ハ
は
暗
闇
の
中

を
驀
進
し
た
。
出
来
れ
ば
桜
や
菜
の
花
そ

し
て
紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
に
ま
た
乗
り
に
来

た
い
と
思
っ
た
。
最
後
に
一
句
。

　
懐
か
し
き
　
パ
ン
チ
見
る
旅
　
寒
椿

　

１
９
４
１
年
東
京
・
本
郷
生
れ

日
高
ゼ
ミ
出
身

清
田
　
雅
人
（
83
年
卒
）

新
発
田
市
　
63
歳

　

２
０
２
３
年
夏
、
法
政
大
学
応
援
団
、

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
、
吹
奏
楽
部
の
合
宿

が
新
潟
新
発
田
の
月
岡
温
泉
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

私
た
ち
阿
賀
北
支
部
校
友
会
も
全
面
的

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
成
果
発
表
会
は
、
市

内
の
市
民
文
化
会
館
で
５
０
０
人
を
集
め

大
成
功
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

卯
野
　
修
三
（
81
年
卒
）

能
美
市
　
65
歳

　

ユ
ー
モ
ア
精
神
に
富
ん
だ
作
家
・
内
田

百
閒
さ
ん
は
、
１
９
２
０
年
（
大
正
９
年
）

~
１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
）、
法
政
騒
動

で
辞
職
す
る
ま
で
本
学
ド
イ
ツ
語
教
師
を

務
め
た
。

　

夏
目
漱
石
門
下
の
一
人
で
法
政
で
は
ド

イ
ツ
語
ク
ラ
ス
を
受
け
持
ち
、
日
本
の
大

学
初
の
航
空
研
究
会
の
初
代
会
長
を
つ
と

め
、
１
９
７
１
年
（
昭
和
46
年
）
82
歳
の

生
涯
を
閉
じ
た
。

　

著
書
の
﹃
百
鬼
園
随
筆
﹄
を
読
む
と
、

大
正
~
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
大
学
の
雰

囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
て
味
わ
い
深
い
。
随

筆
に
は
法
政
で
な
く
﹁
鳳
生
大
学
﹂
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　

尚
、三
上
延
さ
ん
著
の﹃
百
鬼
園
事
件
帖
﹄

に
も
内
田
百
閒
さ
ん
や
法
政
大
学
が
書
か

れ
て
い
て
読
み
ご
た
え
あ
り
ま
す
。

の
選
手
杯
出
場
、
箱
根
の
活
躍
と
ス
ポ
ー

ツ
法
政
が
も
ど
っ
て
き
て
本
当
に
う
れ
し

い
で
す
！！

　

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ガ
ン
バ
レ
！！

吉
田
　
浩
司
（
01
年
卒
）

岡
山
市
　
48
歳

　

昨
年
度
は
ア
メ
フ
ト
の
優
勝
、ラ
グ
ビ
ー

　
新
春
、
１
月
13
日（
土
）、
経
友
会
で
、
東

京
都
大
田
区
に
あ
る
池
上
七
福
神
を
巡
り
ま
し

た
。
数
年
ぶ
り
に
告
知
が
同
窓
会
報
に
載
り
、

30
名
近
い
方
が
参
加
。
恒
例
行
事
が
コ
ロ
ナ
禍

以
前
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
当
日
は
快
晴
、
微
風
と
天
候
に
恵
ま
れ
、
こ

れ
以
上
な
い
散
策
日
和
。
池
上
は
こ
れ
ま
で
訪

れ
た
こ
と
が
な
く
、
期
待
を
も
っ
て
参
加
し
ま

し
た
。
七
福
神
巡
り
は
、
布
袋
尊
が
祀
ら
れ
て

い
る
曹
禅
寺
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
福
禄
寿
が
祀

ら
れ
て
い
る
本
城
院
ま
で
す

べ
て
巡
拝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
終
盤
、
高
低
差
が

激
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
最
後
ま
で
皆
さ
ん
と

和
気
あ
い
あ
い
七
福
神
巡
り

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
経
友
会
で
は
、

東
京
で
最
古
と
言
わ
れ
て

い
る
谷
中
七
福
神
や
、
人

気
の
高
い
隅
田
川
七
福
神

な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
評
判
ど
お

り
で
し
た
。
そ
れ
は
的
確
な
コ
ー
ス
取
り
な

ど
、
周
到
な
準
備
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
毎
回
、
下
見
を
し
な
が
ら
コ
ー
ス
を
設

定
さ
れ
て
い
る
同
窓
会
副
会
長
の
高
橋
将
昭

さ
ん
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
七
福
神
を
巡
る
こ
と
で
、
七
つ
の
災
難
が
除

か
れ
、
七
つ
の
幸
福
が
授
か
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
来
春
も
新
た
な
七
福
神
を
巡
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
え
な
い
晴
天
の
も
と

　東
京
都
大
田
区
の

　
　池
上
七
福
神
巡
り
に
約
30
名
が
参
加

池上本門寺本殿に続く勾配のきつい階段にて

階段をようやく上り終えての池上本門寺本殿前にて

経
済
学
部
経
済
学
科
77
年
卒
業

　吉
川
　慎
一

  

新
潟
か
ら

  

石
川
か
ら

  

岡
山
か
ら
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法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
41
年
経
済
学
部
卒

会

　
　長

村

　田

　紀

　敏

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

一
九
六
〇
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
（
上
杉
ゼ
ミ
）

会
長
代
行

加

　藤

　
　
　毅

〒

東
京
都
板
橋
区
高
島
平
五
｜
三
一
｜
一
二

電

　話

　〇
三
（
三
九
三
〇
）八
六
六
五

175-
0082

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

愛
花
創
業
㈱
代
表
取
締
役

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
46
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

幹
　事
　長

総
務
部
会
長

花

　澤

　良

　三

〒

千
葉
県
市
原
市
ち
は
ら
台
東
二
｜
一
一
｜
一
三

電

　話

　〇
四
三
六
（
三
六
）一
一
六
〇

290-
0141

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
45
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
（
渡
邉
佐
平
ゼ
ミ
）

事
務
局
長

髙

　森

　正

　雄

〒

東
京
都
日
野
市
新
町
一
｜
八
｜
一
九

191-
0002

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

副
　会
　長

佐
々
木

　範

　光

〒

埼
玉
県
所
沢
市
北
岩
岡
一
｜
一
七

電

　話

　〇
四
（
二
九
四
二
）七
八
〇
六

359-
0007

村
串
仁
三
郎
法
政
大
学
名
誉
教
授
　著

「
高
度
成
長
期
日
本
の
国
立
公
園
」

 

｜
自
然
保
護
と
開
発
の
激
闘
を
中
心
に
｜

（
時
潮
社
、
三
五
〇
〇
円
）

著
者
は
一
九
六
九
年
法
政
大
学
大
学
院
（
博
）
単
位
取
得

博
士
（
経
済
学
）

経
済
学
部
同
窓
会
副
会
長
・
Ｈ
Ｐ
副
部
会
長

一
九
六
五
年
経
済
学
部
卒
（
高
橋
誠
ゼ
ミ
）

〒

東
京
都
大
田
区
東
雪
谷
三
｜
一
六
｜
八

　
　
　

電
話

　〇
八
〇（
五
八
七
八
）
七
一
一
一

145-
0065

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

小

　倉

　
　
　尚

副
　会
　長

広
報
部
会

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

副
　

会
　

長

菅
　
野
　
里
　
見

〒

東
京
都
八
王
子
市
北
野
台
三
｜
四
六
｜
一
一

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
（
六
三
七
）二
五
三
五

192-
0913

昭
和
45
年
経
済
学
部
卒

代
表
取
締
役

会

　
　長

潮

　崎

　敏

　彦

経
済
学
部
同
窓
会
副
会
長

文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
株
式
会
社

経
済
学
部
二
部
会
計
学
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会

　

昭
和
43
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

公
認
会
計
士

税
　理
　士

桑

　原

　正

　信

〒

茨
城
県
古
河
市
古
河
五
四
四
｜
一
四
七

306-
0016

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

会

　田

　久
仁
夫

〒

さ
い
た
ま
市
南
区
南
浦
和

三―

二
七
｜
二
二
｜
一
〇
〇
六

336-
0017

財
政
部
会
長

昭
和
45
年
経
済
学
部
卒

〒

東
京
都
武
蔵
野
市
御
殿
山
二
｜
二
〇
｜
五

電   

話

　〇
八
〇（
二
〇
〇
六
）
八
七
八
七

188-
0005

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

会

　長

三
和
建
装
株
式
会
社元   

角   

昌   

三

法
友
体
育
会
顧
問

法
友
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
名
誉
会
長

昭
和
38
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

川

　﨑

　保

　之

〒

東
京
都
府
中
市
四
谷
三
｜
六
四
｜
二
四

電

　話

　〇
九
〇（
二
六
四
八
）六
三
〇
一

183-
0035

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
外
留
学
生
安
全
対
策
協
議
会
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
Ｓ

一
九
七
二
年
経
済
学
部
卒

〒

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二
｜
十
二
｜
十
五

日
本
薬
学
会
　
長
井
記
念
館
ビ
ル
一
階

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
六
四
一
八
）〇
七
一
七
・
〇
七
一
六

E-m
ail : kikeno@

jcos.org

150-
0002 理

事
長

池
　
野
　
健
　
一

2024 年度もよろしく お願い申し上げます
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〒

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
小
向
西
町
四
｜
六
五

電   

話
　
〇
四
四
（
五
一
一
）〇
五
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
四
（
五
五
五
）一
二
八
七

212-
0004

高
橋
建
設
興
業
株
式
会
社

取
締
役
会
長

高
　
橋
　
久
　
之

昭
和
35
年
経
商
卒

祝
法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

創
立
32
周
年

中
野
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
会（
77
会
）一
同

E-m
ail

：y_m
ay_kanao@

yahoo.co.jp

電
　
話
　
〇
四
二
（
五
二
二
）
九
七
四
一

〒

東
京
都
港
区
浜
松
町
一
｜
一―

六
｜
四
〇
四

電   
話
　
〇
三
（
三
四
三
七
）〇
七
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三
（
三
四
三
七
）〇
七
八
三

携
　
帯
　
〇
八
〇（
三
五
六
七
）〇
四
三
九

Gm
ail : 753aass@

gm
ail.com

105-
0013

オ
フ
ィ
ス
曽
根

代
　
　
表

南
　
　
　
章
　
乃

一
般
社
団
法
人

　東
京
羽
田
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
ズ
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

昭
和
50
年
経
済
学
部
卒

代
表
理
事

高

　野

　
　
　稔

０
９
０
｜
２
１
７
６
｜
４
４
６
９

2024 年度もよろしく
公
認
会
計
士
法
友
会

昭
和
52
年
経
済
学
部
卒

会

　
　長

太

　田

　荘

　一

〒

東
京
都
新
宿
区
北
新
宿
四
｜
一
九
｜
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（正
和
ハ
イ
ツ
）

電

　話

　〇
八
〇（
七
〇
〇
九
）二
六
九
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　飯
塚
昇

169-
0074

昭
和
26
年
経
済
卒

二
度
栗
山
興
業
株
式
会
社

取
締
役
会
長

宮

　内

　良

　雄

昭
和
36
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

〒

北
海
道
枝
幸
郡
枝
幸
町
歌
登
南
町
三
八
〇
｜
四

　
　
　

電   

話

　〇
一
六
三
（
六
八
）
二
八
三
六

098-
5204

南
宗
谷
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

顧

　
　問

深

　井

　信

　朗

昭
和
34
年
経
済
学
部
卒

文
京
法
友
会

相
　談
　役

高

　橋

　将

　昭

昭
和
40
年
経
済
学
部
卒

E-m
ail:kencom

1929@
yahoo.co.jp

Ｋ
Ｇ
Ｍ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
代
表

国
際
競
争
力
エ
キ
ス
パ
ー
ト

綿

　貫

　健

　治

２
０
２
４
年
度
も

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

　

事
務
局
一
同

　新
型
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
き
、
同
窓
会
活
動
も
従
来

の
よ
う
に
再
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
参
加
者

が
以
前
の
よ
う
に
戻
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　こ
れ
は
、
経
済
学
部
同
窓
会
に
限
っ
た
こ
と
で
は

な
く
、
ほ
か
の
組
織
で
も
、
同
様
の
傾
向
が
多
く
見

ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
は
、
生
活

様
式
ま
で
変
え
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　で
す
が
、
同
窓
会
活
動
の
活
性
化
は
、
会
員
皆
さ

ま
の
参
加
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
が
開
催
に

関
わ
る
学
部
学
生
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
な
ど
は
、
若
い
人
の
新
し
い
発
想

に
触
れ
、
同
窓
会
員
も
刺
激
を
受
け
ら
れ
る
場
で
す
。

　ま
た
、
代
表
幹

事
、
常
任
幹
事
の

方
は
、
対
面
で
の

合
同
幹
事
会
出

席
も
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　参
加
者
が
増
え

な
い
と
、
こ
れ
ま

で
や
っ
て
き
た
よ

う
な
諸
行
事
の
復

活
が
は
か
れ
ま
せ

ん
の
で
、
ぜ
ひ
、

会
員
皆
さ
ま
の
参

加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

学
部
・
同
窓
会
共
催
行
事
、
合
同
幹
事
会

へ
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

会
長
代
行
　加
藤
　
　毅

市ケ谷キャンパスの教室を借りて行われた合同幹事会の様子
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【
一
般
活
動
支
援
金
寄
付
】

　

２
０
２
４
年
１
月
~　

１
口　

千
円　

（	）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

川　

南　

卓　

也　

１
口
（
17
）

会　

田　

久
仁
夫　

10
口
（
67
）

松　

本　

寿　

雄　

２
口
（
77
）

【
学
生
支
援
金
寄
付
】

２
０
２
４
年
１
月
~　

１
口　

千
円

（	）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

川　

南　

卓　

也　

１
口
（
17
）

２
０
２
４
年
１
月
~

（	）
は
西
暦
卒
年　

敬
称
略

ご
遺
族
の
方
か
ら
次
の
会
員
の
ご
逝
去
の
ご
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
窓
会
発
展
の
た
め
に
、
ご
尽
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

渡　

辺　

政　

史
（
54
）　　

土　
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昭
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多
（
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助
（
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橋　

圭　

士
（
58
）

坂　

内　
　
　

正
（
71
）　　

岩　

﨑　

好　

宏
（
59
）

湯　

本　

知　

伸
（
60
）　　

甘　

利　

育　

義
（
60
）

鈴　

木　

荻
太
郎
（
62
）　　

細　

井　

三
千
男
（
58
）

薄　

井　

紀　

英
（
63
）　　

伊　

藤　

省　

吾
（
64
）

出　

水　

久　

義
（
56
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
訃
報
】

寄
附
に
ご
協
力
い
た
だ
き

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
一
昨
年
、
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
を
卒

業
し
た
大
竹
と
申
し
ま
す
。
在
学
中
に

受
け
た
恩
を
返
し
た
い
、
そ
の
一
心
で

同
窓
会
に
入
会
し
ま
し
た
。
在
学
中
に

コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
先
生
方
や

先
輩
、
同
級
生
、
後
輩
に
支
え
ら
れ
、

そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
は
卒
業
生
の
立
場
か
ら
、

皆
さ
ん
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
昨
年
、
初
め
て
同
窓
会
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
同
世
代
の
参
加
が
ほ
ぼ
な
か
っ
た

こ
と
に
危
機
感
を
抱
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
き
た

も
の
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
と
共
に
、

今
後
の
経
友
会
を
考
え
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
常
任
幹
事
か
ら
の
ご
挨
拶

大竹七千夏
2022年卒
（藤田ゼミ）

おおたけ な ち か

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
に
入
構
。

現
在
は
地
域
交
流
部
に
所
属
し
、
文
献

調
査
地
域
へ
の
後
方
支
援
を
行
う
。

事務局からのお知らせ
ここ事務局には会員からしばしばお便りや電話を
いただきます。先日は、学生の国際感覚の醸成のため
英語力の一層の向上を図る必要があるとのご意見が
ハガキで寄せられました。携帯番号が書かれていました
ので、早速電話をかけ、直接お会いして昼食をはさんで
お話をしました。私より３歳年上の先輩で国際経験豊富
な方でしたが、私自身も長く国際畑を歩んだことから、
日本の英語教育のあり方を含め、とくに大学における
国際人育成の必要性について会話をしました。
会員から電話があった場合には、平均で20 ～30分は
お話をしています。ご高齢の方が多いこともあり、
要件に加えて健康のことや、地方在住の会員であれば
現地の状況等について会話をするなど、コミュニケー
ションを図っております。皆さまにおかれましても、
雑談でも結構ですので、お気軽に電話をいただければ
幸いです。

2024年１月以降の主な活動は以下のとおりです。
・１月17日（水）
教授会執行部と同窓会役員との定例懇談会

・１月20日（土）
第４回代表・常任合同幹事会
・３月24日（日）
第５回代表・常任合同幹事会
　卒業生への同窓会資料配布、卒業祝賀パーティーの
開催
・４月11日（木）～ 12日（金）
経友会主催長野県上田市、長野市小旅行
・４月26日（金）
同窓会報発送作業完了予定

・５月８日（水）
教授会執行部と同窓会役員との定例懇談会
・５月18日（土）
第６回代表・常任合同幹事会
・６月１日（土）
2024年定期幹事総会・
経済学部オレンジの集い

（事務局長　髙森　正雄）　　　　　　　

最近の活動

今後の活動

（事務局長　髙森　正雄）　　　　　　　


